
記者発表資料

【平成24年度 四国防災トップセミナー】

『南海トラフ巨大地震』による津波・土砂災害へ備える
～大規模災害を経験した地域に学ぶ防災・減災～

四国の市町村長が一堂に会し、四国において懸念される『南海トラフ巨大地震』、そ

して、地球温暖化による異常気象がもたらす『ゲリラ豪雨等による水害・土砂災害』へ

の事前・事後対応など、行政のトップとして大規模災害に備えて地域防災力の向上を目

指す上で何をするべきかを考えるための「平成２４年度四国防災トップセミナー」を開

催します。

今回のセミナーでは、東日本大震災において陣頭指揮を取られ、『釜石の奇跡』など

地域防災に取り組まれている釜石市 野田市長と、一昨年、紀伊半島豪雨において大規

模な河道閉塞などの土砂災害にみまわれた奈良県 十津川村 更谷村長のお二人に基調

講演を頂くとともに、大規模災害の経験と今も復興まちづくりを進めておられるお二人

と四国の市町村長および国の機関の長、四国４県の防災担当者との意見交換会を実施し

ます。

日 時：平成２５年１月２８日（月）１４：３０～１７：１５

場 所：国土交通省四国地方整備局１３Ｆ 災害対策室

（高松市サンポート3番33号高松サンポート合同庁舎13階）

参加者：四国内の市町村長、四国東南海・南海地震対策戦略会議メンバー他

内 容： ○基調講演『撓まず屈せず－スクラムかまいし復興まちづくりの現在－』

岩手県 釜石市長 野田 武則 氏

○基調講演『豪雨土砂災害について被災自治体からの報告』

奈良県 十津川村長 更谷 慈禧 氏

○意見交換会

※ 市町村関係の出席者は約１６７名です。（詳細は添付資料参照下さい。）

＜参考＞

「四国地震防災基本戦略」については、下記を参照下さい。

ＵＲＬ http://www.skr.mlit.go.jp/kikaku/senryaku/index.html

この施策は、四国広域地方計画「No6 防災向上プロジェクト」の取り組みに該当します。

この施策は、四国地震防災基本戦略の取り組みに該当します。

平成２５年１月２１日

問い合わせ先

国土交通省 四国地方整備局 企画部

総括防災調整官 宮本 正司（内線2119）

防災課長 上林 正幸（内線3411）

ＴＥＬ（０８７）８５１－８０６１（代 表）

（０８７）８１１－８３１０（ダイヤルイン）



平成２５年１月２１日現在

平成２４年度四国防災トップセミナー市町村関係出席者　　　　

出席者数

本人 １９名

徳島県内市町村（全２４） 代理 ３名

随行等 ２０名

本人 ８名

香川県内市町村（全１７） 代理 ９名

随行等 １２名

本人 １２名

愛媛県内市町村（全２０） 代理 ７名

随行等 １４名

本人 ２４名

高知県内市町村（全３４） 代理 ７名

随行等 ３２名

本人 ６３名

代理 ２６名

随行等 ７８名

　 １６７名

計（全９５）

市町村関係

合　計






